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    (A列6番) 



(裏 面) 
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
抜
す
い 

 
(

質
問
及
び
調
査) 

第
三
十
五
条 

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
十
六
条
の
三
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
に
規
定
す
る
措
置

を
実
施
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
職
員
に
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、

三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
若
し
く
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
が
い
る
場
所

若
し
く
は
い
た
場
所
、
当
該
感
染
症
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
体
が
あ
る
場
所
若
し
く
は
あ
っ

た
場
所
、
当
該
感
染
症
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
動
物
が
い
る
場
所
若
し
く
は
い
た

場
所
、
当
該
感
染
症
に
よ
り
死
亡
し
た
動
物
の
死
体
が
あ
る
場
所
若
し
く
は
あ
っ
た
場
所
そ
の

他
当
該
感
染
症
の
病
原
体
に
汚
染
さ
れ
た
場
所
若
し
く
は
汚
染
さ
れ
た
疑
い
が
あ
る
場
所
に
立

ち
入
り
、
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
若
し
く
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
、
疑
似
症
患
者
若
し
く
は
無
症
状
病
原
体
保
有
者
若
し
く
は
当
該

感
染
症
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
動
物
若
し
く
は
そ
の
死
体
の
所
有
者
若
し
く
は
管

理
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
質
問
さ
せ
、
又
は
必
要
な
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。 

４ 

前
三
項
の
規
定
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第

二
十
六
条
の
四
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
し
、
又
は
当
該
職
員
に
実

施
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

一
項
中
「
、
三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
若
し
く
は
」
と
あ
る
の
は
、「
若
し
く
は
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
市
町
村
長
が
第
二
十
七
条
第
二
項
、
第
二
十
八
条
第

二
項
、
第
二
十
九
条
第
二
項
又
は
第
三
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
す
る
た
め
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

６ 

第
二
項
の
証
明
書
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。 

 
(

新
感
染
症
に
係
る
消
毒
そ
の
他
の
措
置) 

第
五
十
条 

都
道
府
県
知
事
は
、
新
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
新
感
染
症
を
一
類
感
染
症
と
み
な
し
て
、
第
二
十

六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
七
条
か
ら

第
三
十
三
条
ま
で
並
び
に
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
実
施

し
、
又
は
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２
・
３ 

(

略) 

４ 

第
三
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
当

該
職
員
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

５
・
６ 

(

略) 

７ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊

急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
新
感
染
症
を
一
類
感
染
症
と
み
な
し
て
、
第
二
十

六
条
の
三
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
六
条
の
四
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
五
条

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
実
施
し
、
又

は
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

８ 

第
三
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規

定
に
よ
り
当
該
職
員
に
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実

施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

９ 
(

略) 

10 

市
町
村
長
は
、
新
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
新
感
染
症
を
一
類
感
染
症
と
み
な
し
て
、
第
三
十
五
条
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。 

11 

第
三
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規

定
に
よ
り
当
該
職
員
に
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実

施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

12
・
13 
(

略) 
(

注
意) 

 

一 

こ
の
証
票
の
取
扱
い
に
注
意
し
、
破
り
、
汚
し
、
又
は
失
っ
た
と
き
は
直
ち
に
厚
生
労
働

大
臣(

都
道
府
県
知
事
、
市
町
村
長
又
は
特
別
区
長)

に
届
け
出
る
こ
と
。 

 

二 

当
該
職
員
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣(

都
道
府
県
知
事
、
市
町
村
長
又
は
特

別
区
長)

に
返
還
す
る
こ
と
。 

 


